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第 157 回  学長定例記者会見 発表事項 1    

 

令和５年７月２８日  

 

 

 

 

 

 

 

独立行政法人大学改革支援・学位授与機構 の「令和５年度大学・高専機能強

化支援事業『高度情報専門人材の確保に向けた機能強化に係る支援（ハイレベ

ル枠※）』」に、本学が申請しました「高度な学術研究や専門知識に裏打ちされ

た研究・開発能力を持ち、デジタル技術開発や DX の推進を力強く牽引する高

度情報専門人材の育成 」が選定されました。  

本事業で、ハイレ ベル枠に選定された大学は、本学を含め、北海道大学、筑

波大学、滋賀大学、神戸大学、九州大学、熊本大学 の 7 大学で、中国四国地

区では唯一のハイレベル枠選定 大学となります。  

今後、大学院先進理工系科学研究科の定員増を行 い、中国四国地区最大規模

の情報系大学院課程を構築します。また、工学部、情報科学部の定員も増員 し

ます。  

さらに、「世界の有力大学であるアリゾナ州立大学やパデュー大学 との連携」

「地域の大学・高専等に対して、教材の提供など に取り組む情報教育の横展開 」

「企業と連携した社会人リスキルプログラム など地域や我が国の産業振興」の

取組を展開し、地域や世界とのネットワークのさらなる強化 を図ります。  

本学は、平成 30 年 4 月に国立大学初の文理融合型の情報科学部を設置し、

情 報 系 分 野 に お い て 他 の 国 立 大 学 に 先 行 し て 取 り 組 ん で き た ５ 年 間 の 実 績 の

上に、これらの取組を展開することで、 高度 IT 人材、高度 DX 推進人材、高

度 情 報 半 導 体 人 材 を 育 成 す る ソ フ ト ウ ェ ア か ら ハ ー ド ウ ェ ア ま で を 包 括 し た

他地域にない高度情報専門人材育成拠点を構築し 、我が国のデジタル戦略に迅

速に貢献します。  

 
 

※  ハ イレ ベル 枠： 高度 情報 専門 人材 の 育成 につ いて 、規 模 や 質 の観 点か ら極

めて高い効果が見込まれると評価される計画を有する大学に対して、一般枠の

助成金額（最大 10 億円）に一定額（最大 10 億円）を加算して交付。  
 

 
【お 問い 合わ せ先 】  

教育 室教 育推 進グ ル ープ  

TEL:082-424-7133  FAX:082-424-6170 

 

令和５年度大学・高専機能強化支援事業  

「高度情報専門人材の確保に向けた機能強化に係る支援（ハイレベル  

枠）」に全国 7 大学、中四国では広島大学が選定されました！  
 



⾼度な学術研究や専⾨知識に裏打ちされた研究・開発能⼒を持ち、
デジタル技術開発やDXの推進を⼒強く牽引する⾼度情報専⾨⼈材の育成

・先端物質科学研究科半導体集積科学専攻(H16〜R1)、先進理⼯系科学研究科量⼦物質科学
プログラム(R2〜)で視野の広い先端研究者と⾼度な実務能⼒を備えた専⾨技術者を育成

・国内最⼤級のスーパークリーンルーム２棟など、国内随⼀の極めて信頼性の⾼い半導体
デバイスが試作可能な教育研究設備を整備

・共同利⽤・共同研究拠点「⽣体医⻭⼯学共同研究拠点」(H28)、「J-Innovation HUB
地域オープン・イノベーション拠点（国際展開型）」(R2)、「マテリアル先端リサーチ
インフラ事業」(R3)、「産学連携推進事業費補助⾦(地域の中核⼤学の産学融合拠点の整
備)」(Jイノベプラットフォーム型)(R4)に採択

・「J-Innovation HUB棟」を建設し、更なる拠点化を推進（R5〜）

広島⼤学 ⾼度情報専⾨⼈材育成 全体概要

●本事業における取組概要

先進理⼯系科学研究科 先進理⼯系科学専攻
情報科学P DX科学P（新設） 半導体システムP（新設）

・パデュー⼤学や国際的企業との
国際共同研究への学⽣の参画

・国際的企業への有償
インターンシップ

・国際的企業の⼈材育成
⽀援（奨学⾦、教員派遣）

・せとうち半導体共創コンソーシアム企業のエキスパート
を講師とする半導体 CMOS 実践プログラム・アドバンスト
コース開設

データサイエンティスト、
研究者、⼤学教員など

ソフトウェア技術者、ネットワークアーキ
テクト、AI技術者、研究者、⼤学教員など ⾼度半導体⼈材、研究者、⼤学教員など

ビジネス・社会領域
（産業，⾦融，教育，⾏政）

⾼度DX推進⼈材

IT領域
（AI・ソフトウェア）

⾼度IT⼈材

IT基盤領域
（ハードウェア）

⾼度情報半導体⼈材

世界トップレベルの研究
者や技術者を輩出

企業等のニーズを踏まえた
⼈材を継続的に多数輩出

・中国地⽅の国公私⽴⼤学との教材共同開発
・⾼専教員との共同研究への⾼専学⽣の参画

課題解決
・我が国のデジタル競争⼒の向上
・地域や我が国の産業振興に貢献
・デジタル⼈材不⾜の解消

教育体制・環境・経験の蓄積

他⼤学への展開

連携⼤学学⽣へ受講機会提供

AIOpsエンジニア育成特定プ
ログラム（R5開設済）

・企業との⼤学院特定プログラム共同開発
新プログラムの
共同開発

・「ひろしまDX⼈材育成・確保推進産学協議会」を
を通じた産学官⾦のニーズの把握と⼈材育成

地域他⼤学・⾼専との
連携及び教育の展開

・⾼専専攻科⽣対象の博⼠課程前期への推薦⼊試

こ
れ
ま
で
の
実
績

情報教育プログラムの展開

・アリゾナ州⽴⼤学とのカリキュラム開発や教員派
遣に係る連携、学⽣交流等を通じ世界⽔準の⼤学
院教育を実践する仕組みを構築

U.S. News rankings of 
the top engineering 

schools 4位

世界第3位の半導体メモリメーカー
⽇本法⼈マイクロンメモリジャパ
ンは東広島市に本社及び⼯場を有
する

U.S. News & World 
Reportʼs “Most Innovative 

Schools” １位

情
報
科
学
関
係

学術共同研究の実施推薦⼊試協定締結

半
導
体
関
係

・国⽴⼤学で初となるインフォマティクスとデータサイエンスを両輪とする⽂理融合型の
情報科学部(定員80名)を設置(H30)

・「数理・データサイエンス・AI教育の全国展開の推進」の中国ブロック拠点校選定(R3)
・AI戦略や産業界ニーズを踏まえたカリキュラム改⾰(3プログラム×3履修モデル)(R4〜)
・広島県が主導する地域連携プラットフォーム「ひろしまDX⼈材育成・確保推進産学協議

会」に設置当初から中⼼メンバーとして参画(R4〜)
・「魅⼒ある地⽅⼤学の実現に資する地⽅国⽴⼤学の定員増」による広島県へのDX推進

⼈材の定着と産業界の振興のための50名の定員増及び他地域への⼈材ニーズに対応す
る学内振替20名により、⼀学年150名規模での情報専⾨⼈材育成を開始(R5〜)

Arizona State University
PURDUE

UNIVERSITY



定員増計画及び⼈材育成に向けた取組・計画

養
成
す

る
⼈
材

研究科名等 ⼊学定員 増員数 定員
計課程 プログラム R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 計

⾼
度
Ｉ
Ｔ
⼈
材

⾼
度
Ｄ
Ｘ
推
進
⼈
材

先
進
理
⼯
系
科
学
研
究
科

M
情報科学P 36 - 34 15 49 85

DX科学P R9設置 70 15 85 85

D
情報科学P 10 - - - - - - - - - 0 10

DX科学P R11設置 5 5 10 10

⾼
度
情
報

半
導
体
⼈
材

M 半導体シス
テムP R11設置 55

(25)
55

(25)
55

(25)

D 半導体シス
テムP R13設置 10

(10)
10

(10)
10

(10)

( )内は学内の情報系分野以外からの振替を内数で⽰す

企業や⾃治体等が求める⼈材ニーズに的確に応える
計画

・地域連携プラットフォーム・協議会等との連携を
通じたニーズの把握・⼈材育成

・⽶国パデュー⼤学との連携を通じた国際企業等へ
のインターンシップ

外部資⾦の持続的な獲得が⾒込める計画

・⺠間企業技術者や⾏政職員などを対象とした
社会⼈リスキル教育

・広島県の「ひろしまDX⼈材育成奨学⾦」
・⽇⽶半導体連携パートナーシップによる

Micron Technology及び東京エレクトロンの出資

質の⾼い教育を⾏う教員を養成・輩出する取組を
⾏う計画

・企業との共同研究やフィールドワークを通じた
D学⽣などの若⼿研究者育成

・⽶国パデュー⼤学との国際共同研究を通じた
ポスドクフェローとしての採⽤制度

・博⼠課程後期学⽣を対象としたプレFD

インターンシップを実施する体制の構築、連携企
業等との共同研究実施が⾒込める計画

・企業からの実務家教員の派遣及び共同開発・連
携運⽤する⼤学院特定プログラム

・⽇⽶先端半導体関連企業への有償インターン
シップ

情報教育プログラムの実施や教材作成等を含む質
の⾼い取組を⾏う計画

・特定プログラム等の他⼤学提供
・中国５県の他国⽴⼤学との共通講義の開設等
・⾼専教員との共同研究（富⼭⾼専・明⽯⾼専・

宇部⾼専・⼤島商船⾼専・久留⽶⾼専）

●⼈材育成に向けた取組・計画

●定員増計画

３つの取組
６つの審査観点

基礎となる学部の
定員増・新設

情報科学部定員増
１年次
R5︓150→R7︓180

30名増
３年次
R5︓5→R7︓20

15名増（15名）

⼯学部半導体システムP
R7設置
１年次
R7︓55名設置（45名）
３年次
R9︓10名設置（10名）

⼤幅な定員増を実施する計画 []は各Pの増員数を⽰す。

・博⼠課程前期(M)
R5:36名→R11:225名 189名増（内振替25名）

[情報科学P 49名、DX科学P 85名、
半導体システムP 55名（25名）]

・博⼠課程後期(D)
R5:10名→R13:30名 20名増（内振替10名）

[DX科学P 10名、半導体システムP 10名（10名）]

※(25)は先進理⼯系科学研究科
量⼦物質科学Pからの振替

※(10)は先進理⼯系科学研究科
量⼦物質科学Pからの振替

R5
定員

増員
数

定員
計

M 36 189
(25)

225
(25)

D 10 20
(10)

30
(10)

※課程（M・D）別集計



「President 5 Initiatives for Peace Sciences」により、 

「平和を創る」大学へ  
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第 ４ 期 中 期 目 標 期 間 中 に 、 広 島 大 学 が 重 点 的 に 取 り 組 む ５ つ の 事 項 を

「President 5 Initiatives for Peace Sciences－新しい平和科学（安全・安

心を実現する「創る平和」）－」（通称：Ochi Initiative）として策定いたしま

した。  

人文・社会科学系、自然科学系のあらゆる分野の研究者が結集する広島大学

の強みである「総合知」を活かし 、社会の安全保障に資する教育研究活動の成

果を通じて人々に安心をもたらすことを目標に、大きな社会的変革を主導して

学際的に取り組む課題として次の 5 つの事項を設定しました。  

 

(1) イノベーションと経済安全保障に貢献するための半導体エコシステム  

形成  

(2) ワクチン、医薬品開発、再生医療、細胞治療を通じた地球規模の  

健康安全保障への貢献  

(3) 平和のための総合的な放射線災害管理  

(4) 海洋・海事のガバナンスと持続可能性のためのアジア拠点形成  

(5) 途上国の栄養改善に資する畜産業改革による食料安全保障  

 

 社会からの投資や本学が有する資源を活用してこれ ら 5 つの課題に取り組

み、 学内 組織 や既 存 の活 動と の連 携を 強 化し なが ら大 学の 機 能を 拡張 し 、「平

和を希求する精神」を堅持しながら「平和を創る」大学へと取り組んで まいり

ます。  

また、本学に関わる様々なステークホルダーのみなさまとの連携を深化させ 、

持 続 可 能 な 発 展 を 導 く 科 学 を 実 践 す る 世 界 ト ッ プ ク ラ ス の 教 育 研 究 拠 点 を 構

築し、本学のあるべき姿を実現してまいります。  

 

 

 

【お 問い 合わ せ先 】  

総合 戦略 室総 合戦 略 グル ープ  須 納瀬  

TEL:082-424-3720 FAX:082-424-6007 

 

 





大学の機能
❖教育
・半導体高度人材育成による
高度人材の育成と博士数
（社会人コースも含む）の増
加
❖研究
・半導体産業に関わる企業の
研究・開発の広島大学・東
広島地域への集積
❖社会貢献
・半導体を含む各種工場の高
効率化・ゼロエミッション化
に寄与
❖医療
・生体医歯工学拠点を通して
の半導体デバイスの医療応
用

既存事業
❖Town & Gown事業
・せとうち半導体共創コンソー
シアム、半導体研究を通じ
た企業研究開発拠点の創
製（大学駐在型研究→研
究拠点→製造拠点）
❖持続可能性に寄与するキ
ラルノット超物質拠点
（WPI）
・キラル材料の半導体デバイ
スへの応用の加速（光̶電
子融合デバイス、スピントロ
ニクス）

大学の機能の活用

President 5 Initiatives for Peace Sciencesー新しい平和科学（安全・安心を実現する「創る平和」）ー

強化

1 イノベーションと経済安全保障に貢献するための半導体エコシステム形成
Innovation and Ecosystem Security through Formation of Semiconductor Ecosystem

社
　
　
会

概要

●半導体 　  ●新材料
●製造技術　●生体医歯工学
●高度人材育成
●経済安全保障

キーワード

●ナノデバイス研究所

担当組織

●先進理工系科学研究科
●持続可能性に寄与するキラルノット超物質国際研究所
●放射光科学研究センター
●せとうち半導体共創コンソーシアム

主たる連携組織

●人間社会科学研究科 ●統合生命科学研究科
●医系科学研究科
●Town & Gown未来イノベーション研究所

●研究力向上のための専任教員数
　（特に若手助教、准教授）の増員
●教員の研究・教育時間確保のためのURA増員

経営資源の獲得
❖企業からの共同研究費、
公的競争的資金獲得

❖企業研究員の大学への
派遣数増加と研究資金
による学内人材の増加

❖せとうち半導体共創コン
ソーシアムを通じた人材
育成事業の自走化によ
る資金獲得とコンソーシ
アム内の情報共有
❖日米連携人材育成事業
による企業からの支援

❖生体医歯工学拠点、集
積Green-nix拠点を通じ
た人材の交流と情報共有

学外連携組織

相
互
連
携

連
　
携

機
能
拡
張



大学の機能
❖教育
・学部・大学院でのICHガイドラインに準じた3極対
応GMP教育とGMP実務実習トレーニングの推進
・再生医療、細胞治療に関わる倫理教育
・細胞培養技術、バイオマテリアルとバイオエンジ
ニアリング教育の推進
❖研究
・ワクチン・医薬品開発に必須なCMC開発研究の
推進
・細胞培養技術、バイオマテリアルとバイオエンジ
ニアリング、細胞運搬技術の研究 
・新規ワクチンDDSのLNP技術の研究の推進
・安全性と有効性の評価研究
❖社会貢献
・パンデミックなど有事での治験薬ワクチンの提供
に貢献し、安全安心の生活に貢献
・緊急時での医薬品の治験や審査など承認プロセ
スの見直し等、必要な人材育成に取り組み、健康
安全保障への基盤整備に貢献
・平時は、再生医療等製品開発に繋がる基礎研
究、医薬品を実際に作り上げていくために必要な
原薬研究、製剤研究、品質保証、品質管理など
の一連のプロセス開発、非臨床試験原薬提供、
臨床試験の治験薬提供により難治性疾患などで
苦しむ治療薬提供に貢献
・ワクチン、再生医療等製品や核酸医薬品、抗体
医薬品などを国内で生産し、安定的に提供するこ
とに貢献
・再生医療等製品の開発と実用化による健康寿命
の増進

既存事業
❖バイオDX産学共創拠点（COI-NEXT）
❖ワクチン製造・医薬品製造拠点（GMP）
❖スタートアップ・エコシステム（Peace & Science 

Innovation Ecosystem）
❖広島大学が躍動し広島の地を活性化させる基金
事業（75＋75周年事業）

❖広島大学ワクチン製造拠点基金
❖創薬バイオマーカー拠点

大学の機能の活用

強化

2 ワクチン、医薬品開発、再生医療、細胞治療を通じた
地球規模の健康安全保障への貢献
Global Public Health Security through Vaccine and Drug Development，
Regenerative Medicine and Cell Therapy

社
　
　
会

概要

●ワクチン ●細胞治療 ●再生医療
●医薬品  ●核酸医薬 ●新型コロナウイルス
●GMP教育 ●高度人材育成 ●経済安全保障

キーワード

●PSI GMP教育研究センター
●医系科学研究科
●病院

担当組織

●統合生命科学研究科  ●トランスレーショナルリサーチセンター
●ゲノム編集イノベーションセンター ●ひろしま好きじゃけんコンソーシアム ●未来医療センター

主たる連携組織

●人間社会科学研究科
●先進理工系科学研究科

経営資源の獲得
❖ワクチン製造・再生
医療等製品製造に
関連する共同研究資
金の獲得

❖GMP製造・教育の
持続化に寄与する外
部資金の獲得

❖産官学連携の推進に
よる経営資源（人材
交流、共同研究講座、
寄附講座）の獲得

❖製薬会社、医薬品等
製造会社のGMP教
育による資金獲得

❖再生医療、細胞治療
等に関する外部資金
の獲得

学外連携組織

相
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携
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携
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能
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張
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連
携
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President 5 Initiatives for Peace Sciencesー新しい平和科学（安全・安心を実現する「創る平和」）ー
大学の機能

❖研究
・平和の意義について医学的
見地から記述する被爆医療
史研究を推進
❖社会貢献
・原発事故や新型コロナウイ
ルス感染症パンデミックなど
の大規模災害時におけるア
カデミズムと社会、国際社会
との連帯の促進に貢献
❖医療
・新規に開発される診断法、
治療法をもととした大学発ベ
ンチャーの育成による医療
貢献

既存事業
❖持続可能性に寄与するキラ
ルノット超物質拠点（WPI）

❖バイオDX産学共創拠点
（COI-NEXT）
❖ワクチン製造・医薬品製造
拠点（GMP）

大学の機能の活用

強化

3 平和のための総合的な放射線災害管理
Peace through Comprehensive Radiation Disaster Management

社
　
　
会

概要

●放射線災害・医科学研究
●被ばく医療開発 ●被ばく医療体制
●生活保障 ●被ばく医療歴史学

キーワード

●防災・減災研究センター ●NERPS
●先進理工系科学研究科 ●病院
●医系科学研究科
●人間社会科学研究科 ●平和センター

主たる連携組織

●放射線災害医療総合支援センター
●文書館
●トランスレーショナルリサーチセンター
●IDEC国際連携機構

経営資源の獲得
❖政府、国際機関と共に、
医療開発に取り組む企
業との連携から人材の
確保、研究資金の調達

❖大規模な人文社会系
の国際共同研究による
人材交流や研究資金
の調達

相
互
連
携

連
　
携

機
能
拡
張経

営
資
源
の
活
用

学外連携組織
❖国際原子力機関（IAEA）
❖世界保健機関（WHO）
❖海外大学
（バーミンガム大学、パリ大学、
スタンフォード大学等）
❖DMAT

社
会
か
ら
の
投
資

大学
改革

学内組織の
連携強化制度改革

　大規模な放射線災害には、その原因によって人為災害と
自然災害に分けられるが、発生した際の事後的な対応には
共通性が高い。いずれの災害も未然防止に人類の英知を
結集することが必須であるが、自然災害の事後的な対応な
ど十分な備えを行う必要があることは明らかであり、原因に
よらない事後的な対応を含めた総合的な放射線災害対応
が求められる。
　わが国は人類史上、唯一の被爆国であり、核兵器使用を
未然に防ぐための市民活動や外交努力が粘り強く展開され
てきている。他方で、東電福島第一原発事故の対応からは、
救急活動や緊急被ばく医療や原子力発電所の管理運営
について、多くの経験や知見が蓄積され、今後の対応につ
いて取り組みが進む。国際社会では、最近の国際情勢の不
安定化から「核兵器への備え」も求められているものの、わ
が国での検討や取り組みは進んでいない。こうした取り組み
は、異なる専門家や政府組織がバラバラに対応している状
況であり、必ずしも総合的な放射線災害管理として一体的
に取り組んでいるわけではない。
　広島大学は被ばく医療の世界拠点として、放射線被ばく
の線量評価法、治療薬、再生医療などの開発を積極的に進

めてきた。さらに、広島大学病院やDMATなどの外部組織
との連携を通じた医療体制の確立を目指す。また、広島大
学は、被ばく体験やヒロシマの戦後復興の歴史的検証とそ



President 5 Initiatives for Peace Sciencesー新しい平和科学（安全・安心を実現する「創る平和」）ー
大学の機能

❖教育
・海洋・海事の文理融合型学
位プログラム
・海に携わるジェネラリスト/
スペシャリストの育成
❖研究
・海事や海洋資源マネジメン
トなど「海のガバナンス」に
係る生物、環境（資源・エネ
ルギー）、行政（海洋法・海
事）、エンジニアリング（機械
工学、システム工学）、社会
工学（交通・ロジスティクス）
などの学際融合研究
❖社会貢献
・海事や海洋ガバナンスの観
点から課題を共有している
ASEAN諸国との連携を通
じ、域内の社会課題を解決
し、日本政府が提唱する自
由で開かれたインド太平洋
構想にも貢献
・呉市とのTown & Gown構想
を通じ、産官学連携プロジェ
クトの推進等により、地方創
生に貢献

❖Town & Gown事業
❖経営改革促進事業

既存事業

大学の機能の活用

強化

4 海洋・海事のガバナンスと持続可能性のためのアジア拠点形成
Ocean and Maritime Governance and Sustainability through Asian Center of Excellence

社
　
　
会

概要

●海洋 ●海事
●環境 ●海洋資源
●SDGs ●ブルーカーボン
●工学 ●国際法
●経済安全保障

キーワード

●NERPS
●瀬戸内CN国際共同研究センター
●人間社会科学研究科（法学・政治学プログラム）
●先進理工系科学研究科（輸送・環境システムプログラム）

主たる連携組織

●統合生命科学研究科
●学際領域の教育研究を推進することが可能な体制の構築
●Town & Gown事業の推進も含め、まちづくりの視点も踏まえたマネジメント
●国内・国外の関連機関との連携など、
多様なステークホルダーを巻き込んだプロジェクトの推進体制の構築

経営資源の獲得
❖国際機関や行政機関と
の連携による国際的な人
材循環の創出

❖Town & Gown構 想と
連動し産官学連携プロ
ジェクト推進による経営
資源（間接費や行政資
源）の獲得

❖海洋に係る拠点を創出
することによるネットワー
クの拡張や融合知の創
出

学外連携組織

相
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携

連
　
携

機
能
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張

経営資源の活用❖呉市❖海上保安大学校❖国際海事機関（IMO） 　世界海事大学（WMU）　国際海事法研究所（IMLI）❖笹川平和財団社会からの投資
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　四方を海に囲ま

れ

た日本に

とっ

て

、

海洋環境や海洋資源

の持続性を保護及び回復し、食料を確保

し、沿岸コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

ー

の暮

ら

しを守

り、

人

と物を輸送

し、

地球規模

の課題

に

革新的

な解決策を

提供

する海洋の健全性はきわめて重要

な課題であ

る。

　こ

う

し

た

状況

で

、

昨今の気候変動に

よ

る

影響は、

海洋環

境や漁業資源、

海事に大き

な

影響

を

及

ぼ

すよ

う

に

な

っ

て

き

た。その結果、こ

れ

ま

でに国連や

International Maritime 

Organization （IMO）が構築し

てきた

国際的

な海洋や海事

に関

するルール

や仕

組

みを見

直さなければな

らない

との

認識

が高

ま

っ

て

い

る。

今後、

気候変動に

よ

る

影響が

ま

すま

す

強

ま

る

との

見通し

で

あ

り、

海洋法や海洋ガバナンス

を教育

す

る国

際

機

関

で

あるWorld Maritime University （WMU）や

International Maritime Law Institute （IMLI）の

教

育

研

究内容につい

ても、気候変動や地球や地域の持続可能性

（Sustainability）

に関す

る

専門性を

取り入

れる必要

性が認

識

さ

れ

るよ

う

に

な

った。

さ

ら

に、

最近

の中国の積極的な海洋

進出や

ロシ

ア

によ

る

ウ

ク

ラ

イ

ナ侵攻は、

海洋や海事に

おけ

る安全保障

に

つ

いて、

新しい

取

り組

み

の必要性を高

めてお

り、

と

りわ

け、

ア

ジ

ア

太平洋の

途上国に

お

いては

、海上交通

安全や沿岸警備に

関す

る基本的な

イン

フラ整備や人材育

成が求

められ

る

。

　こう

し

た

状況の中、広島大学は瀬戸内CN国際共同研究

セン

ターが設置

さ

れ

、瀬戸内沿岸地域

におけ

る生態、

海洋、

水産な

どの研究機能

の統合

が進

み、さ

ら

に、令和

5年3

月

に

は先進理工系科学研究科や統合生命科学研究科が主導

し

、

ア

ジ

ア

諸国の海事

・海上交通安全や海岸警備な

どの実

務者教育の

拠点

であり、呉市に

所在する海上保安大学校

と

の

間で包括連携協定が締結されるなど、

海洋に

関する拠点

化の流

れ

が

でき

つつあ

る。

ま

た、従来、広島大学には国内有

数の

造船工学の

拠点が

あり、論文生産力では大阪大学に

次ぐ国内2位を誇る

。さらに

、呉市には中四国地域唯一の

海洋調査を行う大学所属

の

練習船

で

あ

る豊潮丸

の練習基

地が

あり、

海洋拠点を形成するための

一定

の

資源や実績が

ある。これら

を国

際

法や海

洋ガバナ

ンスな

どの専

門

性を持つ

国際機関

と連携しながら統合し、

呉市

と

の

強固な連携を構

築した上で、さらに

国内外の

企業・行政機関

とも連携を図る

ことで、

ア

ジアを代表

する世界的な海洋

・海事の

ガバナンス

と持続可能性のための教育研究拠点を形成する。
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第 157 回  学長定例記者会見  発表事項 3   

 

令和 5 年 7 月 28 日  

 

原爆の日に関連した広島大学主催行事について  

  

 ７8 回目の原爆の日を迎えるにあたり、広島大学の関連行事をご案内します。 

 

 ８月 ６日 に、 広島 大学原 爆死 没者 追悼 式を 東 千田 キャ ンパ スで 開 催し ます 。

広島大学に包括された旧制諸学校の教職員、学生、生徒および児童で、在職中

または在学中に原子爆弾に被爆され、その後亡くなられた方々の 御霊を慰める

ために執り行うものです。  

 今回は新たに 20 人を書き加え 2,080 人となった原爆死没者名簿を奉納し

ます。  

 

 また、死没者追悼式の後に、平和 企 画 を 実 施 しま す 。 今 年 度 の 平 和企 画 は 、 



 

第 157 回  学長定例記者会見 発表事項 3(1)   

 

令和５年７月 28 日 

 

8 月 6 日に広島大学原爆死没者追悼式および  

広島大学平和企画を実施します  
 

 

本学では、広島大学に包括された旧制諸学校の教職員、学生、生徒および児童

で、在職中または在学中、広島に投下された原子爆弾により被爆され、その後亡

くなられた方々の霊を慰めるため、下記のとおり原爆死没者追悼式を執り行いま

す。また、同日に広島大学平和企画を実施します。  

 

 

記  

（1）広島大学原爆死没者追悼式  

 

日  時：  令和５年 8 月 6 日 (日 ) 午前 10 時開式  

 

場  所：  広島大学東千田キャンパス内  

       「広島大学原爆死没者追悼之碑」前  

（広島市中区東千田町一丁目 1 番 89 号）  

 

式次第：  開式の辞  

       原爆死没者名簿奉納  

       黙とう  

       追悼の辞  

       献花及び献水  

       閉式の辞  

 

※ 今 回 新 た に 確 認 さ れ た 死 没 者 ２ ０ 人 を 書 き 加 え た 原 爆 死 没 者 名 簿 （ 記 載 数

2,0８0 人）を奉納  

 

 

＜参考＞  

 閉式後、引き続き 、「原爆死没者遺骨 埋葬の地碑」（東千 田キャンパス内 ）に 、

広 島 文 理 科 大 学 お よ び 広 島 高 等 師 範 学 校 の 関 係 者 に よ る 献 花 お よ び 献 水 を 執 り

行います。  

 

 

 

 

 

 



 

 

（2）広島大学平和企画  

 

広島大学平和企画  「被爆体験紙芝居と音楽による平和への願い 」  
 

日  時：令和５年８月６日（日）  10:50～12:20  

場  所：広島大学東千田未来創生センター４階   

（広島市中区東千田町一丁目 1 番 89 号）  

 

【概  要】  
 

第Ⅰ部  米国大学の学生が語り継ぐ被爆体験  10:50～11:50 

        小倉  桂子さんの被爆体験をアイダホ大学学生が紙芝居により披露する  

１．  広島大学からの挨拶  

２．  アイダホ大学からのプレゼンテーション  

３．  感謝状・記念品贈呈 、記念撮影  
 

第Ⅱ部  平和祈念ミニコンサート  12:00～12:20   

被爆樹木を素材に使用した楽器（バイオリン、ビオラ、チェロ）を  

用いた弦楽四重奏を行う  
 

 

 

 

 

【お 問い 合わ せ先 】  

（原 爆死 没者 追悼 式 につ いて ）  

財務 ・総 務室 総務 ・ 広報 部総 務グ ルー プ  谷 、北 村  

TEL:082-



 

第 157 回学長定例記者会見  発表事項 4     

 

令５年 7 月 28 日  

 

広島大学 75+75 周年記念事業（広島とエジプトの絆）   

シンポジウム「広島とエジプト  -記憶を紡ぎ平和な未来を創る２つ

のオリエント」を開催します  
                        

 

広 島 大 学 が 長 年 を か け て 築 い て き た エ ジ プ ト の 高 等 教 育 機 関 を は じ め と す

る各機関との大切な絆を再確認し、これからの交流活動につなげるための機会

として 、広 島大 学  75+75 周 年記 念事 業「広 島と エジ プト の絆 」 を開 催し ま

す。  

シンポジウム「広島とエジプト  -記憶を紡ぎ平和な未来を創る２つのオリエ

ント」（広島とエジプトの絆）では、日本とエジプト双方の研究者が一堂に会

し、本学構成員や地域の皆様に  大エジプト博物館（GEM）や最新のピラミッ

ド研究について広く発信することで、両国の相互理解を促進することを目的し

ます。  
 

【日  時 】令 和 5 年 8 月 3 日 （ 木）13：00～15：25（開 場 12：30）  

【会  場 】広 島大 学 霞キ ャン パス  広 仁 会館 大会 議室  

【開 催方 法】 オン ラ イン との ハイ ブリ ッ ド形 式  

【定  員 】200 人（ 対面 会場 人数 ）  

【言  語 】日 本語 （ アラ ビア 語・ 英語 か ら日 本語 への 通訳 あ り）  

【主  催 】国 立大 学 法人 広島 大学   

【共  催 】独 立行 政 法人 国際 協力 機構 (JICA)、 大エ ジ プト 博 物館  

【後  援 】広島 市 、公益 財団 法人 広島 平 和文 化セ ンタ ー 、エ ジプ ト・ア ラブ 共和 国

大使 館  

 

【プ ログ ラム 】  

①  対談 ：「 ツタ ンカ ーメ ンと 古代 の病 」  

       マム ドー ハ   エル ダマ ティ  博 士  

（ア イン シャ ムス 大 学、 エジ プト 考古 学 者（ 前考 古大 臣））  

越智  光 夫  学 長  （広 島大 学）  

②  講演 ：「 世紀 の大 発見  -ス キャ ンさ れた ピ ラミ ッド -」  

ハニ ー  ヒラ ール 博士 （カ イロ 大学 工学 部 教授 、 Scan Pyramids Project 

コー ディ ネー ター 、 元エ ジプ ト高 等教 育 ・科 学研 究大 臣）  

③  講演 ：「 大エ ジプ ト博 物館 のい ま！ ‐フ ァ ラオ の至 宝を まも る  2023‐ 」  

     ア ー テ フ  モ フ ター  氏（ 大 エ ジ プ ト 博物 館 プ ロ ジェ ク ト 及び 周 辺 地 域総 責

任者 ）  

アイ ーサ  ジ ダン  博 士（ 大エ ジプ ト博 物 館保 存修 復執 行部 門 長 )  

 

※  開 演 前  12：20～12：40 

メデ ィア 限定 の記 者 会見 を開 催し 、概 要 説明 およ び講 演者 の  

フォ トセ ッシ ョン を 実施 いた しま す。（写 真撮 影・ 取材 可能 ）  

※  講 演 会終 了後 はぶ ら下 がり 取材 を受 け 付け ます 。  

 

 

 



 

 

【お 問い 合わ せ先 】  

国際 室  国際 部  グ ロー バル 化推 進グ ル ープ  大 塚  寛子  

Tel：082-424-4356 FAX：082-424-6179 

E-mail：kokusai-kyoten@hiroshima-u.ac.jp 

 



第 157 回  学長定例記者会見 発表事項 5-1   

 

令和５年７月２８日  

 

広島大学創立 75+75 周年記念グッズを製作しました！  

 
広島大学は、2024 年の創立 75+75 周年を記念したグッズを製作しました。

既に 2023 年 11 月、第一弾として「ジグソーパズル」を製作・販売開始し

ており、このたび第二弾として「シルクスカーフ」が完成したので、併せてご

紹介します。  

記念グッズは、広島を拠点とする イラストレーター・カミガキヒロフミ氏 が

広島大学のキャンパスを描いた「広島大学  知のワンダーランド」を モチーフ

としています。カミガキ氏の得意とする細密かつ色鮮やかでポップなタッチで

描かれており、広島大学の様々な人物やシーンが登場し、どこに何があるのか

を探すのがとても面白く、誰もが細部まで見たくなる楽しい作品です。イラス

トの特徴を活かせるグッズとして「ジグソーパズル」と「シルクスカーフ」を

製作する運びとなりました。  

 記念グッズは、2024 年まで 75+75 周年特別価格で販売。東広島キャンパ

スではコープショップ、霞キャンパスでは病院売店およびプラザみどりで、広

島 JP ビルディング 2F「広島大学きてみんさいラボ」でも販売しており、ど

なたでも購入できます。  

 

《第一弾》  

広島大学  知のワンダーランド  

ジグソーパズル  315 ピース  

 

販売価 格：1,980 円 (税込 ) 

完成サ イズ： 縦 28.5 ㎝×横 39.9 ㎝  

(A3 より一 回り 小さい ) 

 

 

《第二弾》  

広島大学  知のワンダーランド  

  シルクスカーフ  

 

販売価 格：3,520 円 (税込 ) 

   素   材 ：絹 100％  

  サ  イ  ズ ：58 ㎝ ×58 ㎝  

 

 
【お 問い 合わ せ先 】  

（グッ ズの製 作に 関す ること ）  

 基金 室  

 TEL：082-424-4402 

（グッ ズの販 売に 関す ること ）  

 広報 室  

TEL：082-424-6781 

 



第 157 回  学長定例記者会見 発表事項 5-2    

 

令和５年７月２８日  

 

広島大学マスコットキャラクター｢ひろティーⓇ｣と  

広島東洋カープとのコラボレーション T シャツを製作しました！  

 
広島大学は、これまで広島大学の学章と広島東洋カープマスコットキャラク

ターである「カープ坊や」や「スライリー」とのコラボグッズを製作してきま

した。  

このたび、新たに、広島大学のマスコットキャラクターである「ひろティー

Ⓡ」と、広島東洋カープの「カープ坊や」をコラボさせた広島大学オリジナル

T シャツを製作しましたのでご紹介します。この T シャツは、6 月２８日（水）

にマツダスタジアムでの広島東洋カープ  対  横浜 DeNA ベイスターズの始球

式に越智学長が着ていたものです。  

「ひろティーⓇ」は、広島を拠点として活躍されているイラストレーター・

カミガキ・ヒロフミ氏のデザインによるもので、広島大学の本シンボルである

「フェニックス」をモチーフにした広島大学マスコットキャラクターです。  

 新たなコラボ T シャツは、８月１７日（木）、１８日（金）に開催のオープ

ンキャンパスから販売します。東広島キャンパスではコープショップ、霞キャ

ンパスでは病院売店およびプラザみどりで、広島 JP ビルディング 2F「広島

大学きてみんさいラボ」でも販売しており、どなたでも購入できます。  

サイズは、M、L、XL の３サイズで販売価格は 2,700 円（消費税込）です。 

 

 
 
【お問い合わせ先】  

広報室  

E-mail：koho@office.hiroshima-u.ac.jp 

 



 

第 157 回  学長定例記者会見 お知らせ事項 1  

 

令和 5 年 7 月 28 日  

 

広島県医師会被爆伝承コーナー  

令和 5 年８月６日特別企画展示  

「被爆者と医師、太平洋を越えて」  

（広島大学原爆放射線医科学研究所共催事業）  

 

 広島県医師会では、昨年８月、県医師会館に「被爆伝承コーナー」を設置し、

原爆医療に関する資料展示をスタートし ました。今夏、原爆忌の特別企画とし

て、「被爆者と医師、太平洋を越えて」と題した展示を行うこととな りました。  

 広島大学原爆放射線医科学研究所（原医研）はコーナーの設立時より協力さ

せていただいておりますが、今回も原医研との共催事業として企画され ました。 

本企画は、太平洋を渡ってアメリカ（北米と南米）に移住した被爆者の皆様

に関する資料、広島県医師会などが行っている被爆者健診についての資料の一

部をご紹介し、在外被爆者の皆様のことや、広島の医師たちによる健診事業の

いったんを皆様にお示しすることを目的としています。なお、健診事業につい

ては、これまで広島大学医学部や原医研の医師たちも参加してい ます。  

 企画のきっかけは、今年 3 月に在ブラジル原爆被爆者協会資料が、鎌田七

男 広 島 大 学 名 誉 教 授 や 広 島 県 医 師 会 の 尽 力 に よ り 県 医 師 会 に 寄 贈 さ れ た こ と

です。本件はマスコミ各社で報道され ま し た が 、資料 は 現 在 、原 医 研 で整 備 ・

分析を行っています。寄贈時からまだあまり時間がたって おりませんが、まず

はこの希少な資料のお披露目を広島で行うべく、今回の展示開催と なりました。 

 また、今秋に予定されている北米被爆者健診に関連する 古い記録資料も併せ

て展示します。  

 なお、原医研で毎年実施している資料展示 では、本年度（2023 年度）につ

いて、本特別企画を引き継ぐ形で行うことを現在 検討しています。  

 

※本展示の概要  

［タイトル］  「被爆者と医師、太平洋を越えて」  

［主催］  広島県医師会  

［共催］  広島大学原爆放射線医科学研究所  

［開催時期］2023 年８月６日（日）より  ※期間限定  

［開催場所］  広島県医師会館（広島市東区）１階  被爆伝承コーナー  

［入場料］  無料  

［休館日］  広島県医師会の定めるところによる  

 

 
【お 問い 合わ せ先 】  

原爆 放射 線医 科学 研 究所  

附属 被ば く資 料調 査 解析 部  久保 田明 子  

TEL:082-257-5877 

 



HIROSHIMA

令和 5 年 8 月 6 日企画特別展示

被爆者と医師、
太平洋を越えて

特別展示

令和5年8月6日（日）より令和5年8月6日（日）よりと　き 広島県医師会館1階
広島県医師会被爆伝承コーナー
広島県医師会館1階
広島県医師会被爆伝承コーナーところ

広島県医師会・広島大学原爆放射線医科学研究所　共催

北米被爆者健診資料と南米被爆者資料
（在ブラジル原爆被爆者協会資料）の紹介

在北米被爆者健診：
在南米被爆者健診：

健診時の写真、受診記録など
在南米原爆被爆者調査書（1988年）、要望書など

広島県医師会被爆伝承コーナー


